
　

学科・学年・期間 科目名 単位数 授業方法
必修・選択の

区分
担当者

物質工学科・３年・前期 物理 １ 講義 必修 垂石　公司

科目概要

　　物質工学科３年生で開講する物理は、１－２年生で学習した物理を基礎に、数学の進度に合わせ解析的
な方法によって、定量的に力学の諸問題を扱っていく。特に微分方程式を使った解法と種々の保存則とに
力点を置く。工学への応用を配慮し実用的な例題を多く取り入れていく。

科目の内容

　　物質工学科３年次の物理は半期の授業で、力学の基本事項から始め、運動方程式を微分方程式として取
り扱う。前期は基本事項の学習として、初期値問題の解法とその応用、さらにエネルギーと運動量の保存
則を学ぶ。

関連科目

　（１）物理および物理実験　
　（２）数学（微分・積分学、線形代数）

教科目標における時間配分

　　　
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ） （Ｆ） 総時数

時間配分 ３ ２１ ３ ３ ３０

　　　　（Ａ）　興味と好奇心をもちながら自然現象に接し、疑問を解決しようとすることができる

　　　　（Ｂ）　物理法則が数式によって表されることを理解し、理論的に問題を処理し考えることができる

　　　　（Ｅ）　理解した事柄や自分の考えを、文書と口頭によって適確に伝えることができる

　　　　（Ｆ）　物理の工学への応用と、社会に与える影響および技術者の社会的責任を考えることができる

教育方法 

　（１）使用教材
　　　　教科書：R.A. サーウェイ著　科学者と技術者のための物理学 Ia, Ib（学術図書）
　　　　プリント
　（２）授業形態
　　　　講義を主体としながら、デモ実験やビデオ教材を多く用いることで、直感的な理解を目指す
　（＊）学生の理解度に応じ、授業の進度を調整する

評価方法 

　（１）教科目標（Ｂ）（Ｅ）（Ｆ）に対して年４回の試験による評価（７０％）
　（２）教科目標（Ａ）（Ｅ）（Ｆ）に対してレポートによる評価（２０％）
　（３）すべての教科目標全般に対して平常点による評価（１０％）　　　



授業計画表

授業実施曜日及び時限については時間割表参照のこと

日時 タイトルと内容 教科書の章 備考

前

期

１週目

　｜

７週目

８週目

９週目

　｜

１４週目

１５週目

運動学：　　　　物理学と測定、ベクトル　　　　　　　　
　　　　　　　　速度と加速度
いろいろな運動：落下運動、放物運動
運動の法則：　　運動方程式
　　　　　　　　摩擦
　　　　　　　　円運動

前期中間試験

エネルギー：　　仕事、仕事率
　　　　　　　　運動エネルギー
　　　　　　　　ポテンシャルエネルギー
　　　　　　　　エネルギーの保存則
運動量：　　　　運動量と保存則

前期末試験　

１，２章
３章
４章
５章
〃
６章

７章
〃
８章
〃
９章


